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日本における
ケータイと若い女性

台湾 交流協会にて

2006年11月18日
日本大学 根本忠明

自己紹介

• 根本忠明(Nemoto Tadaaki)
1945年生まれ ( 「団塊の世代」の少し前の世代 )

Dankai No Sedai (1947～1949)
• 学 歴

・慶応義塾大学 工学部応用化学科卒業

・慶応義塾大学大学院 工学部管理工学専攻博士課程

• 職 歴

・青山学院 理工学部 経営工学科 15年間勤務
・和光大学 経済学部 経営学科 10年間勤務
・日本大学 商学部 経営学科 10年間勤務
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私の研究テーマ

① 日本企業における ＩＴ の活用

・日本の大銀行におけるATM活用
・日本企業のＩＴの戦略的活用(ＳＩＳ)

② 社会・企業における ＩＴ の利用と影響

・電子ペット「たまごっち」の普及過程

・ソニーの携帯音楽プレーヤーでの戦略的敗北

・ｅビジネスにおける先発優位と後発優位

③ アジアにおける ITの利用と普及(今後のﾃｰﾏ)

本日の講演テーマ

①女性が、日本の消費文化を支え、創造している
→１０代(ギャル)から６０代(還暦ギャル)まで
→世界で一番、「消費生活を楽しむ」にお金を使う女性
②若者が、世界最先端の携帯電話を駆使
→第三世代携帯が、世界一の普及率

（携帯電話全体に占める比率９０％）
→メール、カメラ、音楽、TV、インターネット、電子ﾏﾈｰ他
③若い女性が、新しい文化・消費生活を創造
→新しい旅の創造‥‥日本の再発見、街づくり
→新しいコミニケーション‥‥女性文字の創造
→新しいファッションの開拓‥‥普段着のブランド
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世界が「現代の日本社会」に関心①
－台湾での日本ブームー

• 日本でも注目、哈日族 （ハーリーズー）
‥ 日本大好きな若者。

‥ 台北の西門町が情報発信源。

‥ 日本製のＰＨＳ普及に貢献 ?
‥ 日本の最新事情は、ネットで入手。

・日本の韓流ブームに、韓国が関心

‥ 日本市場、日本人観光客に注目

世界が「現代の日本社会」に関心②

フランスで、日本が大ブレイク

• ２００６年ＪＡＰＡＮ ＥＸＰＯ (第７回)、
空前の盛り上がり、６万５千人が入場。

• フランスの若者に、
・漫画、ファッション、寿司、囲碁他が人気。

・若い女性のファッションに、関心。

・現地人向けの寿司店が、数百件。

(背景に、「フランス人の食生活」の変化)
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世界が「日本の現代社会」に注目③
ー米の女の子が日本アニメに関心ー

• ２００２年１１月、米で「少年ジャンプ」発売。
→ アメリカで漫画ブームに火をつける。

• 女の子の読者が増えている。
→ ソフトなタッチのまるっこい、

かわいいキャラクターが人気

→ 女性作家による青春漫画が、Cool
(素敵、かっこいい、かわいい)

「疎外されてきた日本女性が元気」
－日本の消費社会を理解するキーワード－

① 女性がﾚｼﾞｬｰ・健康・衣食・文化に影響
→芸術・観光・大学・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ品・健康・美容、他

グルメ(和食回帰)、温泉(露天風呂)、旅行(国内・海外)
→高額白物家電(大型薄型ＴＶ、食器洗浄機、HI器、)
② 女性による既存の社会規範の無視
→熟年離婚、晩婚化、服装(ﾐﾆｽｶｰﾄ)、煙草、 ．．．
③ 人口減少化が女性優遇化へ拍車
→ 「女性優遇」が国家至上命題、法律改正

→ 子育ての優遇措置、職場待遇(管理職)の改革、
保育園・幼稚園の改革
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「日本人の旅」を変えた女性
ーアンノン族と還暦アンノン世代ー

• アンノン族(１９７０年代～１９８０年代始め)
‥‥ 若い女性が、旅行情報誌を片手に個人旅行

‥‥ 「忘れられていた日本」の再発見、

小京都、郷土の名物、温泉他

‥‥ 女性に魅力ある街・地域起こし(馬篭・黒川温泉)へ
• 還暦アンノン世代(還暦ギャル)
‥‥元祖アンノン族が、日本の消費社会を変える。

→ 可処分所得と自由時間の多い世代

‥‥お金を使いたいトップは→国内旅行①と海外旅行②

‥‥還暦ギャルが、ブーム創造(冬ソナ、マツケンサンバ)

若い女性が日本のファッションを変える
ー東京ガールズ・コレクションー

• NHKスペシャル(2006年9月24日放送)、
「東京カワイイ★ウォーズ」が、「東京ガー
ルズ・コレクション」を取り上げ、話題に。

• 渋谷系ストリート・ファッション、渋谷１０９
リアル・クローズ(Real Clothes)がテーマ

• 若い女性の瞬間消費行動スタイルが、
ファッションの世界を変える
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蛯原友里－えびちゃん
ー等身大の超人気モデルー
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「新しい若い女性ファッション」
の流行を支えているもの

• 今を生きるリッチな若い女性
‥‥今を生きる、リッチな感性(かわいい)、

欲しいものはスグ手に入れる、そのために働く、
‥‥ 世界一(？)、欲しい物(食事、衣料、旅行)にお金を使う女性
‥‥生活に必要な経費(食費、住居費、交通費等)は、親持ち。

• 等身大のリッチさへ（→「背伸びしたリッチさ」からの脱却）
‥‥「高価な欧州ブランド」から、「手頃な価格の普段着のブランド」へ
‥‥等身大の人気女性モデル

→ 蛯原友里、押切もえ、山田優
• ケータイの駆使
‥‥新しいコミュニケーション・ツール(音声、メール、画像、動画)
‥‥新しい友人関係の創造、
‥‥口コミで、流行を創造

日本の携帯電話とネット・ビジネス
ーモバイル・ビジネスー

• 日米のネット・ビジネス(電子商取引)の相違
・９０年代のアメリカは、パソコン中心

・２１世紀の日本は、ケータイ中心

• モバイル・ビジネスの成功例
・着メロ‥‥１９９８年に、大ヒットする。

・音楽配信‥２００4年１１月、着うたフル発売。
・電子マネー‥２００６年１月、モバイルsuica
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女性向け携帯ビジネス
ーゼイヴェルの「girlswalker.com」ー

• ゼイヴェル社の「girlswalker.com」。
1日平均5000万ページビュー、
メルマガ登録数900万人以上(2005年2月)

• ２０００年６月、girlswalker.comを開始。
• ２００２年10月より、携帯通販を開始。
• ２００５年8月より、ファッション・ショー

「東京ガールズ・コレクション」を開始。

日本の携帯電話普及の主役は
ー若い女性が世界最先端の機器活用を支えるー

• １９９０年代はじめまで、

→日本のアナログ携帯電話(第一世代)では、世界の後進国。
ビジネス向け、普及が遅れた。独自規格と規制緩和の遅れ。

• １９９０年代半ば以降

→ＰＨＳと携帯電話(第二世代)が普及、
女子高校生が普及の牽引役、若い世代から普及。

• ２０００年代以降(「携帯電話」時代から「ケータイ」時代へ)
→ iモード(第三世代)の爆発的普及、女性に受けた。
→ マルチ機能のケータイで、世界最先端の利用形態を誇る。
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携帯電話と若い女性との係わり

• 日本の若者(女子学生）が元気。
→ ギャル、コギャル、子ギャルの登場(1990年代半ば)
→ 既存社会から逸脱、しかし、経済的にリッチ

新鮮な感覚で、時代を先導、行き過ぎも
→ 既存社会から「はみ出した者」が、目立つ存在に。

• 新「文字文化」(女性文化)を生み出す主役
→ 「携帯電話」（将来、死語へ） から 「ケータイ」 へ

Telephone → Mobile
→ 「ケータイ」は、最先端 ＩＴ 技術の塊。

最先端商品が、消耗品として扱われる
→ メールの顔文字(ギャル文字、火星文)で、

仲間とのコミュニケーション

「パソコン」から「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾒﾃﾞｨｱ」の時代へ

• パソコン時代(1980年代)の主役は、
– 職場のエンドユーザー(パソコンで仕事する人)
– 計算のため、仕事のために利用する人

• デジタルメディア時代の（２０００年代）主役は、
– 職場以外での、若者、子供、女性等
– メディア(ﾌﾟﾚｰﾔ、カメラ他)として楽しむ若者
– パソコンは、デジタルＡＶﾌﾟﾚｰﾔｰへ変身

• デジタル・チルドレンの登場、
– マテリアル・チャイルド、ポケベラー他
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ギャルの写真
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ヤマンバ・マンバ
－ギャルの特殊発展例－

• ヤマンバ
語源は山姥（やまんば）。
ガングロの化粧に加えて髪の毛
を脱色、または部分的な着色・脱
色をしたメッシュを施し、乱れたよ
うに形作った髪形である。

• マンバ
2003年から現在まで継続している
ギャルファッション。
ヤマンバが進化したもの。顔の
色は更に黒く、目元及び口元を主
に白系のファンデーションで化粧
している。

若者(女学生)のメディアへの
感性の変化

• 若者(女学生)のメディア感性の変化が、
デジタル・メディアのあり方に影響する。

（日本の場合、若者の変化が先行した)
• １９８０年代以降、

若者(女学生)のメディア感性が大きく変化。
– 文字の書き方（表現法）の変化、
– 音楽の楽しみ方の変化、
– 写真の楽しみ方の変化、
– 仲間とのコミュニケーションの変化
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若者(女学生)、どこでも写真
写真を交換、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段

• ﾚﾝｽﾞ付きﾌｨﾙﾑ（使い捨てカメラ）
– １９８６年７月発売、若者に大ヒット。

• プリント倶楽部
– １９９５年７月登場、「プリクラ・ブーム」。
– 女子学生から普及。「シールの交換」へ

• デジタルカメラ ・ カメラ付携帯
– デジカメの写真を見て、友達と楽しむ。
– 低価格デジタルカメラ、市場２割を占有。
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日本の女学生と電話の略史

• コードレス電話の革命
– １９８０年登場、自分の部屋（子供）で電話。

• ポケベル(传呼机)革命
– １９９３年頃から、第一次ブーム。
– １９９５年頃から、第二次ブーム。

• PHS・携帯電話ブーム
– １９９５年頃から、ポケベルから移る。

• ケータイ・ﾌﾞｰﾑ (親指族)
– 2000年頃から、携帯電話からケータイへ
– 音声会話から、文字会話（メール、ギャル文字）へ
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ポケベル(ﾍﾟｰｼﾞｬ・传呼机)革命

• 第一次ブーム
– １９９３年、大ブームとなる。
ビジネスマン用途から女子高校生用途へ

– ベル暗号の創造、普及。
• 第二次ブーム

– １９９５年、大ブームとなる。
– フリーワード等の活用、片手親指入力。

(後の「親指族」と呼ばれる前身)
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ポケベル関連記事掲載量（プチセブン、９７年５月まで）

ポケベルの主役が10代へ

• ダイヤルをすると「話し中」信号が聞こえ、呼び
出せないケースが目立ち始めたのは1995年に
入ってから。トラブルの時間帯はNTTが９～１０
時、TTM（東京テレメッセージ）が１０～１２時が
多い。「フリーワード」入力が１９９４年末から１９９
５年始めに相次いで発売された。各社ともこの一
年の新規加入者は１０代～２０代の若者になった。
東京テレメッセージでもこの半年間の新規客の８、
９割が１０代だった。
（朝日新聞 1995．7．14朝刊１面）
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ベル暗号の登場
（数字が暗号文）

暗号のサンプル

• 原 文＝オハヨウ 暗号文＝０８４０

• 原 文＝サミシイヨ 暗号文＝３３４１４

• 原 文＝アイシテル 暗号文＝１１４１０６

• 原 文＝シブヤ（渋谷）暗号文＝４２８

• 原 文＝マルイ 暗号文＝０１０１
（丸井のマーク）

「ベル友」の登場

• ベル友とは、
「顔も声も知らず、性別・年齢を問わない、

ポケベルだけでつながる交友関係」

• 「ベル友」の作り方
・個人情報誌で「ベル友」を募集(ポケベル番号を掲載)。
・公衆電話から勝手な「ポケベル番号」を入力。

→ 見ず知らずの相手から、連絡がある。

→ 相手と気が合えば、「ベル友」となる。
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「ベル友」から「援助交際」も

• 援助交際とは、
日本の若い女の子が行う、自発的な売春行為。

当初は、性行為は伴わない金銭目的の交際。

→ 1996年の「流行語大賞」に選ばれる。
• 援助交際の方法は
・個人情報誌、ダイヤルQ2、出会い系サイト他で、

相手を探す。

・ ポケベル、携帯電話で、相手と接触。

・「カラオケや食事を一緒に」という約束で、始まる。

女子高校生に見放され、

ポケベル会社の倒産

• １９９３年頃、ポケベルの第一次ﾌﾞｰﾑ
• １９９５年頃、ポケベル大ブームとなる

女子高校生の需要に供給が追いつけず。

→ 急遽、設備投資を急ぎ、開始。

• １９９５年頃、ＰＨＳ、携帯電話が関心集める
女子高校生の、ﾎﾟｹﾍﾞﾙ離れが急増。

• １９９９年、ポケベル会社が相次ぎ倒産。
(通信会社の倒産は、前代未聞の出来事)
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PHS（ピーエイチエス）
Personal Handy-phone System

• 1995年、日本でサービス開始。

1990年代後半、アジア地区に普及。
世界で2005年6月約7980万台(中国7000万台)普及。

• 日本での呼び方‥「ピッチ」
ビジネス関係者の「フォス」は、普及せず。

若者の間での「ピッチ」が、一般化。

• 中国での呼び方‥「小霊通」(XIAOLINGTONG)
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PHSの歴史

• 1995年‥ＰＨＳサービス開始
• 1996年‥ＰＨＳのメールサービス開始
• 1997年‥ＰＨＳの売り上げ最高に

若者の間でメールがブームに

• 1998年‥業者間のメールのメッセージ
交換開始

(携帯会社間での通話可能)

親指族の急増
ケータイで、どこでもメール

• 「親指族」とは、
親指で携帯のメールを素早く入力する

若者をいう。

• 1999年、iﾓｰﾄﾞ(第三世代携帯)のサービス開始。
「ケータイでメール」をキャッチフレーズ。

女子学生のメール利用が急増。

• 2000年夏、「親指族」という言葉が、流行。
歩行中、電車内、待合せ場所でメールをする。
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メールと「顔文字」(各国の)

• 日本‥顔文字、ギャル文字、ヘタウマ文字

Japanese Smile
• 美国(ｱﾒﾘｶ)‥Smily， Ecomotion
• 韓国‥イモティコン、外界語

• 台湾‥火星文

-----------------------------------------------------
• 技術‥絵文字、ASCII Art 、ｱｽｷｰｱｰﾄ

顔文字とは(日本)
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評判の悪い顔文字

• 美国‥米Vault.com調査 、2000/7/4
ビジネスマンに不評

• 韓国‥朝鮮日報の記事、2005/01/10
「ネットの言語破壊が深刻」

「읍ㅎＦ_しち흐ロっㅉヴ횾…」
• 台湾‥『中国時報2006.01.24』

「火星文命題不公 家長喊送分」
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ギャル文字とは

• ギャル文字（ギャルもじ）‥携帯電話のメールな
どで文字を分解して表現した文字。
→ 「へた文字」とも呼ばれる。

• 主に使われるのはひらがなやカタカナ。
一部の漢字もある‥偏と旁を分解して表記したり、
アルファベットも変換するなど、その表現は多岐
に渡る。

• 手書き文字にも角ばった独特の筆跡で書くこと
が流行っているが、このような字をギャル文字と
いう場合もある。

ギャル文字の例

• かな文字 おはよう： 才（よчｏぅ

• あ： ぁ・ァ・了
• い： ぃ・ィ・ﾚヽ・ﾚ丶・レ）・ﾚ`・L丶・Lヽ・vヽ
• う： ぅ・ゥ・宀・ヴ
• え： ぇ・ェ・之・工・ヱ
• お： ぉ・ォ・才・汚
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メールとギャル文字

• 社会でのギャル文字の認知‥2002年頃から。
‥ギャルを中心とする女子中高生の間の携帯

電話メールのやりとりで、使われ始めた。

• 「会話が親や他人に読めない、ばれない」
‥「仲間内だけのコミュニケーションができる」

など、思春期の心理と合致した。

• 視覚的な面白さを感じさせるなどして、
瞬く間に広がった。

顔文字・ギャル文字
の作成・変換サービス

• ワープロ・ケータイの機能
→ 顔文字変換機能付のワープロ・ｹｰﾀｲ

→ ギャル文字への変換付辞書

• ネット上の支援サイト
→ 「顔文字の紹介・作成」サービス、

「ギャル文字に変換」ｻｰﾋﾞｽ
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マンガ文字、丸文字の登場
平安朝以後、初めて少女が新文字を創造

• 研究：山根一真著、
「変体少女文字の研究」、１９８６年

• 平仮名：平安時代に女性が創り出した日本文字。
– ひらがなは、平安時代の変体少女文字であった。

• 教祖?：水森亜土（1939年生まれ）、ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰ
– 「亜土言葉、亜土文字、亜土イラスト」（１９６５年頃？）登場、
– 少女達の支持を受ける。

• 普及の歴史：
– 昭和４７年（１９７２年）頃に、萌芽しはじめた。
– 昭和４９年（１９７４年）には、全国的に誕生していた。
– 昭和５３年（１９７８年）頃から、猛烈に普及しはじめる。

変体少女文字の研究・紹介
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人間関係の変化

• 濃口の人間関係 → 薄口の人間関係へ
(所与的人間関係) → (選択的人間関係)
・濃口の人間関係(狭く、深く、所与)
・家族、学友、親友、先輩・後輩

・薄口の人間関係(広く、浅く、選択)
・ベル友、メル友、コミュニティ・サイト
・友達・仲間の範囲の広がり
→ 緩やかな繋がり、淡白な人間関係

• 「濃口と薄口の人間関係」の重層構造(仮説)
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口コミの影響力

• ＴＶ時代からネット時代へ
・ 商品・流行の売れ筋の変化

・ 国境を越えたブームを生起
• TV広告等マスコミの影響力の低下
→ メール仲間による

「口コミ」の影響力拡大

• 「口コミ」と「ケータイ」と「インターネット」
→ ケータイとネットが「口コミ」の影響力拡大


